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始めに 

はじめに 

Trimble® Access™ ソフトウェア バージョン 2013.40 のヘルプにようこそ。  

このヘルプシステムは､Trimble Access ｿﾌﾄｳｪｱ ソフトウェアの能力と機能すべてを効果的に使用する

のに必要とされる情報を簡単に見つけることができるように設計されています。  

このヘルプの拡張や更新に関する情報は:  

• Trimble のウェブサイト（www.trimble.com）にアクセスしてください。  

• 最寄の Trimble 販売代理店にお問合せください。  

Trimble Access の概要 

Trimble Access ｿﾌﾄｳｪｱはフィールドで活用できる様々な測量ツール、およびオフィスやフィールドで使

用するウェブベースのサービスを展開しています。こうしたプログラムはコントローラやオフィスコンピ

ュータ、Trimble のサービスなどにインストールされています。  

以下の表はシステムの各構成要素の機能およびインストール先を示しています。  

アプリケーション  機能  
インストー

ル先...  

標

準 

/  

オ

プ

ショ

ナ

ル  

Trimble Access

インストール･マ

ネージャ  

Microsoft ActiveSync または Windows Mobile Device Center のサ

ービスを通じてアプリケーションの最新の変更事項をコントローラ

にインストールおよび更新します。  

オフィスコ

ンピュータ  

標

準  

Trimble Access 

ﾒﾆｭｰ  

- コントローラのアプリケーションとサービスを開始します。  

- コントローラで使用されているアプリケーションおよびサービスを

切り替えます。  

- システム通知警告を作成します。  

- Trimble Connected Community にログインし、AccessSync を含

めたウェﾌﾞサービスにアクセスするのに使用します。  

コントロー

ラ  

標

準  

一般測量  
光学および GNSS センサを使用した普通の測量作業向けの一般

的な測量アプリケーションです。  

コントロー

ラ  

標

準  
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ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ設定  
携帯電話からインターネットへの接続のセットアップを簡易化する

ウィザードです。  

コントロー

ラ  

標

準  

設定  

一箇所でシステム全体の設定を定義します。単位、接続設定（測

量スタイルおよび無線を含む）、特徴ライブラリの設定、およびそ

の他の設定全般を行ないます。  

コントロー

ラ  

標

準  

道路  
道路ジョブの定義、測量、レポートを専門的に行なうアプリケーショ

ンです。  

コントロー

ラ  

オ

プ

ショ

ン  

ﾄﾝﾈﾙ  
トンネルジョブの定義、測量、レポートを専門的に行なうトンネルア

プリケーションです。  

コントロー

ラ  

オ

プ

ショ

ン  

採掘鉱  
掘削機の位置決めおよび作業レポートを行なう採掘坑専門アプリ

ケーションです。  

コントロー

ラ  

オ

プ

ショ

ン  

ﾓﾆﾀｰ中  
モニタリング作業における定義、モニタリング、レポートを行なう専

門アプリケーションです。  

コントロー

ラ  

オ

プ

ショ

ン  

陸上地震探査  
陸上地震探査に特化したアプリケーションで計画前定義を杭打ち

します。  

コントロー

ラ  

オ

プ

ショ

ナ

ル  

AccessSync  

フィールドとオフィス間でインターネット接続を介した Trimble 

Access ソフトウェアファイルの無線送受信を可能にするサービス

です。  

オフィスからフィールドにファイルを転送する際には、フィールドの

コントローラに必要なバージョンにファイルを自動変換します。  

コントロー

ラ  

オ

プ

ショ

ン  

GNSS 予想  
特定の場所における衛星の可用性や電離層の状態にもとづいて

GNSS 測量の適切性を予想するプラニングツールです。  

コントロー

ラ  

オ

プ

ショ

ン  

Trimble 

Connected 

Community  

- Trimble が管理運営するウェブベースのツールで、各機関がイン

ターネットを使用して情報を素早く簡単に共有することを可能にし

ます。  

- Trimble Access ｿﾌﾄｳｪｱ内でプロジェクトの作成、およびハードウ

ェアとサービスの管理を行なうことができます。  

- AccessSync サービスによってフィールドとの間で送受信されるフ

ァイルの送信先となります。  

Trimble が

ホストとな

っているサ

ーバ  

オ

プ

ショ

ン  

Trimble 

Connected 

- Microsoft Windows XP、Vista、Windows 7X オペレーティングシス

テムへのプラグイン機能で、Trimble Connected Community に含

オフィスコ

ンピュータ  

オ

プ
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Community 

Explorer (TCCE)  

まれる組織ファイルやフォルダ構成がローカルユーザのコンピュー

タのマイコンピュータや Windows エクスプローラからアクセスでき

るようにします。TCCE によって、Windows と同様の方法でファイル

やフォルダを管理することができ、Trimble Connected Community

内が非常にナビゲーションしやすくなりました。  

- ローカルコンピュータ上で選択したフォルダと Trimble Connected 

Community 上で選択したファイルスペースまたはフォルダを自動

同期化することを可能にします。TCCE は最大で 10 組のフォルダ

を自動同期化することができます。  

ショ

ン  

航空写真  

Trimble UX5 航空写真移動局の操作に使用する専門アプリケーシ

ョンです。Trimble Tablet コントローラにインストールして使用しま

す。  

コントロー

ラ  

オ

プ

ショ

ナ

ル  

TerraFlex™  

Trimble TerraFlex のモバイルコンポーネントは、クラウド契約型の

モバイル地理空間データ収集ソリューションです。サポートとさらに

詳しい情報につきましては www.trimble-

terraflex.com./info/learning-tools をご参照下さい。  

コントロー

ラ  

オ

プ

ショ

ン  

Access 

Marketplace  

Trimble Access で使用できるアプリケーションを閲覧することがで

きます。Trimble のアプリケーション、パートナーアプリケーション、

地域限定アプリケーションなどがあります。地域限定アプリケーシ

ョンは非販売品ですが、Trimble Access ソフトウェア開発ツールキ

ットの性能を示す画期的なソリューションです。例としては「China 

Electricity」や「China Survey Toolkit」などがあります。  

コントロー

ラ  

標

準  

Utility Survey  
Trimble Access からリアルタイムで地下の施設の 3 次元位置を検

出および収集することができます。  

コントロー

ラ  

オ

プ

ショ

ン  

Level Me  

Trimble S シリーズトータルステーションを使用した正確な三角水

準測量と、観測・計算・補正によって高度を割り出すことができる

専門アプリケーションです。  

コントロー

ラ  

オ

プ

ショ

ン  

RM3D Output  
鉄道線路の設計、モニタリング、データ収集、配置専門のアプリケ

ーションです。  

コントロー

ラ  

オ

プ

ショ

ン  

ARCH.e  
考古学的発掘時にデータの記録と管理を行うコンピュータツール

セットです。  

コントロー

ラ  

オ

プ

ショ

ン  

Athletics  陸上大会の結果測定に使用する専門アプリケーションです。  
コントロー

ラ  

オ

プ

ショ

ン  

http://www.trimble-terraflex.com./info/learning-tools
http://www.trimble-terraflex.com./info/learning-tools
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メモ  

• コントローラ内のソフトウェアのアップグレードは、かならず Microsoft ActiveSync またはオフィ

スコンピュータに接続された Windows Mobile Device Center を通じて行なう必要があります。  

• フィールドコントローラのサービスは Trimble がホストするサーバへのインターネット接続を通じ

てデータを送受信します。  

サポートされているコントローラ 

Trimble Access ソフトウェアは以下のコントローラ上で実行されます。  

• Trimble TSC3 コントローラ  

• Trimble TSC2 コントローラ  

• Trimble Tablet  

• Trimble CU コントローラ  

• Trimble GeoXR ハンドヘルド  

• Trimble Slate コントローラ  

• Trimble S3 コントローラ（Trimble S3 トータルステーションに内蔵）  

• Trimble M3 コントローラ（Trimble M3 トータルステーションに内蔵）  

• 他社製 Windows PC にもサポートされているものがあります。以下のモデルは Trimble Access

の使用がテスト済です:  

o Motion F5t Tablet PC  

o Panasonic Toughbook 19  

メモ - 他社製 Windows PC をご使用の場合は、Trimble Access の説明書をお読みになる際に

必ず Trimble Tablet に関する注記や節をお読み下さい。  

さらに詳しい情報につきましては、www.trimble.com/Survey/Trimble-Access-IS.aspx にアクセ

スし、「Trimble Access for Windows Minimum Requirements」をダウンロードして下さい。  

ソフトウェアのインストールおよび更新 

Trimble Access Installation Manager をオンラインで使用して Trimble Access ソフトウェアをインストー

ルできます。または、Trimble Access Installation Manager と全てのアプリケーションファイル、および

ライセンスを受信機にダウンロードしておけば、後日インターネット接続がない場合でもインストールす

ることができます。  

Trimble Access Installation Manager をオンラインで使用したソフトウェアのインストールおよび更新  

Trimble Access インストールマネージャを使用してコントローラ上のすべての Trimble Access アプリ

ケーションにソフトウェアおよび更新をインストールします。  

Trimble Access Installation Manager をオンラインで使用したソフトウェアのインストールおよび更新  

Trimble Access Installation Manager と全てのアプリケーションファイル、およびライセンスをダウンロ

ードします。  
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Trimble Access イストールマネージャのオフラインバージョンを作成した場合:  

• すべてのコントローラのライセンスがオフライン・インストールに含まれるように、コントローラの

シリアル番号をリストアップして下さい。ライセンスをダウンロードしていないコントローラはオフ

ラインで更新できません。  

• オフラインインストールが利用できるよう Trimble Access ソフトウェアのバージョンを選択する

ことができます。これにより、「Licence only（ライセンスのみ）」オプションが使用可能になり、追

加のライセンスをダウンロードすることができます。既存のコントローラに新しいライセンスを購

入する場合、またはオフラインインストールにコントローラを追加する場合には、、必ず

「Licence only」オプションを使用してライセンスをダウンロードをして下さい。  

さらに詳しい情報につきましては、www.trimble.com/taim/をご参照下さい。  

ソフトウェアのアクチベーション 

Trimble Access アプリケーションをインストールし、操作するには、ライセンスが必要です。  

Trimble Access ｿﾌﾄｳｪｱの追加コンポーネントを購入、または既存ライセンスを延長した場合、ライン

センスファイルは Trimble のホストサーバで更新されます。新しいライセンスファイルをダウンロードす

るには、以下のいずれかを実行します：   

• Microsoft ActiveSync、または Windows Mobile Device Center を通じてコントローラをオフィス

コンピュータに接続し、Trimble Access Installation Manager を実行します。  

これで ライセンスとソフトウェア がアップデートされます。  

• インターネットが接続された状態で、Trimble Access タスクバーか、現在使用しているアプリケ

ーションのタスクバーにある Trimble ボタンをタップして、ドロップダウンメニューから「製品情

報」を選択します。「ライセンス」ボタンをタップしてダウンロードを開始します。  

ここでは ライセンスのみ アップデートされます。  

情報  

コントローラにインストールされたすべての Trimble Access アプリケーションとそのバージョン番号、ラ

イセンス情報、使用許諾契約書（EULA）のリストを表示するには、Trimble Access タスクバーまたは現

在使用しているアプリケーションのタスクバーにある Trimble ボタンをタップして、ドロップダウンメニュ

ーから「製品情報」を選択します。  

「情報」ダイアログには、 「ライセンス有効期限日」 、および 「ソフトウェア保証期限日」 の 2 つの期日

が載っています。  

ライセンス有効期限日  

この日は、ソフトウェアやサービスを使用できる期限を表します。無期限ライセンスには有効期

限日はありません。期限付きのライセンスは、コントローラに搭載されているライセンスの現在

の有効期限日を表示します。しかし、有効期限付きのライセンスも、自動的に延長されるので、

表示されている日にちは、現在ダウンロードされているライセンスの有効期限です。契約が維

持されていれば、Trimble Access Installation Manager ソフトウェアを実行するか、またはコント



F   
  

8 

ローラがインターネットに接続されている場合は、「情報」ダイアログから「ラインセンス」ボタン

をタップするだけで、ライセンスを更新できます。  

ソフトウェア保証有効期限日  

ソフトウェア保証有効期限日フィールドには、保証の期限が切れる日、または「契約中」と表示

されます。「契約中」は、有効期限付きのライセンスも契約が維持されている限りは期限切れと

ならないことを表しています。ソフトウェア保証が切れても、ソフトウェアは使用し続けることが

でき、小規模な更新もすることができます。新しい改訂版のソフトウェアには有効な保証が必

要です。  

ハードウェアの延長保証や、ソフトウェアメンテナンスについての情報は、

trimble_supportsales@trimble.com（英語）までお問い合わせ下さい。  

法定通知 

© 2009 - 2013, Trimble Navigation Limited. 版権所有  

Trimble、地球儀と三角形のロゴ､Autolock､Geodimeter､GPS Total Station､Tracklight、および TSC2 

は､米国登録商標特許庁に､そしてその他の国々で登録された Trimble Navigation Limited の登録商

標です｡  

Trimble Access、Trimble Geomatics Office､Trimble Business Center、Trimble Link､TRIMMARK､

Zephyr は Trimble Navigation Limited の商標です｡  

RealWorks は Mensi SA の登録商標です。  

Bluetooth という言葉のマークやロゴは､Bluetooth SIG, Inc. が所有しており､Trimble Navigation 

Limited は許可を受けてそれを使用しています｡  

Microsoft、ActiveSync、Excel、Internet Explorer、Windows および Windows Mobile は、米国かつその

他の国における Microsoft Corporation 社の登録商標または商標です｡  

その他の商標はそれぞれの所有者に帰属します｡  

本ソフトウェアの一部は Independent JPEG Group の製品に基づいており、RSA Data Security, Inc.の

MD5 Message-Digest Algorithm を使用しています。  

Trimble Access 

Trimble Access の特長 

Trimble Access ﾒﾆｭｰ を使用して、Trimble Access ｿﾌﾄｳｪｱ内にあるそれぞれのアプリケーションとサ

ービスの間でナビゲーションを開始します。  

Trimble Access ｿﾌﾄｳｪｱを起動するために、以下のいずれかを実行します:  
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Trimble GeoXR コントローラ:  

• 「開始」メニューから Trimble Access をタップします。  

TSC2/TSC3 コントローラ:  

• Trimble ハードキーを押します。  

• 「開始」メニューから Trimble Access をタップします。  

Trimble CU コントローラ:  

• 「起動 / プログラム」をタップします。  

Trimble Tablet:  

• デスクトップから、Trimble Access ショートカットアイコンをタップします。  

メモ - Trimble Access を開始するたびに使用許諾書が表示されますが、これを表示しないようにする

には「スタートアップの表示」フィールドのチェックボックスのチェックを外します。  

以下の図と表は、キーの特長とソフトウェアの機能を表しています：  

 

アイ

テ

ム  

特長  機能  

1  

Trimble 

Access タス

クバー  

Trimble Access ｿﾌﾄｳｪｱ 内の全ての画面に表示され、アプリケーションやサービ

ス間を自由に切り替えることができる他、システム情報も表示します。  

2  
ログイン・ボタ

ン 

現在誰がシステムにログインしているかを表示します。誰もログインしていない場

合には、「ここをタップしてログイン」と表示されます。その他にこのボタンは、コン

トローラ上で全てのデータが保存されるフォルダ名を表示します。  

ログイン･ボタンを押してログインまたはユーザー切替を行ないます。  
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3  
アプリケーシ

ョン・ボタン  
タップして、アプリケーションの起動または切替を行います。  

4  
スクロールバ

ー  
スクロールすると Trimble Access アプリケーションを参照できます。  

5  
Trimble ボタ

ン  

Trimble Access ﾒﾆｭｰからＴrimble ボタンをタップして次のことが行なえます：  

- インストールされている Trimble Access アプリケーションの情報（バージョンや

ライセンスを含む）を表示させます。  

- アイコン配置を変える。 

その他全てのアプリケーションについては、Trimble ボタンをタップして Trimble 

Access ﾒﾆｭｰ に戻り、他のアプリケーションに切り替えます。  

6  タイトル  
現在のアプリケーション情報、もしくは実行されているサービス、または表示され

ている画面名のいずれかが表示されます。  

7  
インターネッ

ト接続ボタン  

インターネット接続の状態を表示します：  

は、インターネットに接続されていることを示します。  

は、インターネットに接続されていないことを示します。  

8  警報ボタン  

ユーザにシステム情報を知らせます。  

警報ボタンをタップして通知を閲覧します。  

警報にはレベルがあります：  

情報警報：例）AccessSync サービスによるファイルのダウンロード完了など。  

注意警報: 例）インターネット接続が切断されたため、AccessSync が一時中

断された、など。  

警告: 例）ライセンスの有効期限切れにより、アプリケーションの使用が不可

能になってしまった、など  

は、何も通知がないことを示します。  

9  ヘルプボタン  タップすると、搭載されているヘルプファイルを開きます。  

10  終了ボタン  

Trimble Access ﾒﾆｭｰからタップして、全ての Trimble Access アプリケーションを

閉じます。  

他のアプリケーションでは、このボタンをタップすると現在使用中のアプリケーショ

ンのみ閉じます。  

現場で Trimble Access にログインする 

システムが初めて実行された時、データが保存されるディレクトリを定義するために全てのユーザは

Trimble Access ｿﾌﾄｳｪｱ に必ずログインしてください。全ての Trimble Access ファイルは、 [\Trimble 

Data\<ユーザ名>]に保存されます。  

ログインすると:  

• 同じコントローラを使用する他のユーザとファイルの分割、識別ができます。  

• 特定の現場作業員と団体の間のデータ管理が容易になる。  

AccessSync サービスによりログインが必要となる理由:  

• 現場からサービスへのアクセス認証するため。  
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• 現場にある任意のコントローラや団体、プロジェクトサイト、オフィスのフォルダロケーションなど

へ正しくファイルを転送することを確保するため。  

• どのコントローラからでも現場プロジェクトデータにアクセスできるようにするため。  

Trimble Access ｿﾌﾄｳｪｱにログインするには:  

1. Trimble Access ﾒﾆｭｰから、「ログイン」をタップし、「ログインモード」を選択します。  

ログイ

ンモー

ド  

使用する機会  機能  

[オフラ

イン]  

インターネット接続がない場合  

または  

AccessSync など、オンラインサ

ービスを購入していない場合。  

データの保存先となるディレクトリを定義します。全ての 

Trimble Access ファイルは、 [\Trimble Data\<ユーザ名>]

に保存されます。  

[オンラ

イン]  

AccessSyn などのオンラインサ

ービスを購入している場合で  

かつ  

インターネットに接続している場

合  

- データの保存先となるディレクトリを定義します。全ての 

Trimble Access ファイルは、 [\Trimble Data\<ユーザ名>] 

に保存されます。  

- ユーザが現場からサービスにアクセスする資格があるか

認証します。  

- 現場にある任意のコントローラや団体、サイト、オフィス内

のフォルダロケーションなどへ正しくファイルを転送されるよ

うにします。  

1. 詳細を入力して、以下のいずれかを実行します：  

o オフラインでログインしていて、AccessSync などのオンラインサービスを購入していな

い場合は、任意のユーザー名でログインできます。これは単にユーザのデータフォルダ

名を定義するだけなので、パスワードは必要ありません。  

「次へ」をタップします。  

ユーザ設定をレビューして「完了」をタップします。  

o オフラインでログインしている場合で、後で AccessSync などのオンラインサービスを使

ってオンラインにする場合は、 Trimble Connected Community ユーザ名（メンバーＩＤ）

を入力します。パスワードは必要ありません。  

ユーザ名は、データフォルダを設定するのに使用される他、オンラインサービスを使用

する際の認証に使用されます。  

「次へ」をタップします。  

前回オンラインでログインしていた場合は、データ転送に利用できる Trimble 

Connected Community サイトのリストが表示されます。サイトを選択して「次へ」をタップ

します。次回インターネットに接続する時は、再度ログインすることなしにファイル転送

できます。  
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前回オンラインでログインしていなかった場合は、ユーザ設定をレビューすることができ

ます。その後「完了」をタップします。  

o オンラインでログインしている場合、Trimble Connected Community ユーザ名（メンバー

ＩＤ）とパスワードを入力しなければなりません。Trimble Connected Community 団体の

短い名称を入力するか、リストから選択します。ユーザ詳細は、データフォルダの設定 

と ユーザ認証に使われます。  

「次へ」をタップします。Trimble Access ｿﾌﾄｳｪｱは、Ｔｒｉｍｂｌｅホストサーバに接続してユ

ーザログイン詳細を認証するために、インターネット接続を使用します。認証されると、

Trimble Access ｿﾌﾄｳｪｱ は利用できる Trimble Connected Community サイトのリストを

表示します。 AccessSync サービスを使用してファイルを同期することができます。  

ドロップダウンリストから Trimble Connected Community サイトを選択します。このサイ

トが AccessSync サービスを使用してファイルの送受信に使用されます。  

「次へ」をタップします。  

ログイン設定をレビューしたら、「完了」をタップします。  

メモ  

o AccessSync サービスは常に最新の Trimble Connected Community サイトとデータを

同期します。もしこのサイトが間違って設定されていると、データは間違ったサイトに転

送されてしまいます。  

o このリストは、アクセスしている団体の Trimble Connected Community サイトのみを表

示しています。より詳しい情報は ***untranslated*** Trimble Connected Community

許可を参照してください。  

o コントローラに正しいデータセットがあることを確認してください。間違っているとログイ

ンが失敗する恐れがあります。  

o ユーザ名を削除するには「削除」をタップします。関連するデータフォルダは削除されま

せん。このフォルダを削除したい場合は、「ファイル」アプリケーションを使って手動で削

除することができます。  

コントローラから他のユーザ名でログインする  

1. Trimble Access ﾒﾆｭｰにあるログインボタンをタップします。  

2. 新しいユーザ名とパスワードでログインします。  

メモ  

o 現在使用中のユーザ名は Trimble Access ﾒﾆｭｰのログインボタンに表示されます。  

o ユーザを切り替えた時にデータが正しい場所に保存されるようにするには、専門アプリ

ケーションを再起動してください。  

現場でアプリケーションやサービスを切り替える 
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一度に一つ以上のアプリケーションを実行することが可能で、アプリケーション間の切替えも簡単です。

例えば、「道路」、「トンネル」、「鉱山」と「一般測量」の間で機能を切り替えることができます。  

一度に一つ以上のアプリケーションを実行するには、画面の左上隅にある Trimble ボタン、または

Trimble アイコンを使用して、Trimble Access ﾒﾆｭｰを開き、そこから他のアプリケーションを実行します。  

アプリケーション間を切替えるには：  

• タスクバーにあるＴｒｉｍｂｌｅボタンをタップし、Trimble Access ﾒﾆｭｰなどの使用可能なアプリケ

ーションのメニューや現在実行中のサービスにアクセスします。切り替えたいアプリケーション

またはサービスを選択します。  

• TSC2/TSC3 コントローラで Trimble ボタンを押すと、Trimble Access ﾒﾆｭｰなどの使用可能な

アプリケーションのメニューや現在実行中のサービスにアクセスします。切り替えたいアプリケ

ーションまたはサービスを選択します。  

• Trimble GeoXR コントローラで、Trimble ボタンをタップすると利用できるアプリケーションのメニ

ューや Trimble Access ﾒﾆｭｰを含む実行中のサービス、Windows の「スタートメニュー」などに

アクセスすることができます。またカメラボタンを 2 秒間押して、切り替えたいアプリケーション

やサービスを選択することもできます。  

• 「切替先」をタップして、リストにある必要な機能を選択します。もし「切替先」ボタンが画面上に

ない場合は、 CTRL W を押して、「切替先」ポップアップ・リストを開きます。  

• CTRL TAB を押します。現在の機能切替先リストをスクロールするショートカットキーです。  

• 「お気に入り」または CTRL A をタップして、予め設定してあるお気に入りを選択します。  

• TSC2/TSC3 コントローラでは、｢左アプリ」ボタンと「右アプリ」ボタンに実行したい機能を設定し

ます。 この方法によりアプリケーションが実行されていなくても、そのアプリケーションを開きま

す。  

より詳しい情報は Trimble Access ボタン をご参照ください。  

ヒント - この機能を使って現在実行中のアプリケーションのメインメニューに戻ることができます。例え

ば、Trimble Access 道路で「定義」オプションを実行中に、「マップ」を表示したい場合、Trimble ボタン 

をタップし、ドロップダウンリストから Trimble Access 道路を選択します。  

同じジョブを以下のアプリケーションで同時に使用できます：  

• Trimble Access 一般測量  

• Trimble Access 道路  

• Trimble Access ﾄﾝﾈﾙ  

• Trimble Access 採掘鉱  

より詳しい情報は、 ジョブ を参照してください。  

アイコン配置を変える 

Trimble アクセス起動ツールに表示されるアプリケーション アイコンの配置を変えることができます。

行なうには次のようにします：  

1. タスクバーの左上にある Trimble ボタンをタップします。  

2. アイコン配置の変更 を選択します。  
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3. アプリケーション名をタップして任意のアイコンを選択し、アプリケーション名の右側に表示され

る方向ボタンを使用して移動させます。  

測量の設定 

設定メニュー 

Trimble Access ﾒﾆｭｰの設定を利用して、複数のプログラムで使用されている共通設定を行ないます。  

共通設定が行なえるプログラムは以下の通り：  

• Trimble Access 一般測量  

• Trimble Access 道路  

• Trimble Access ﾄﾝﾈﾙ  

• Trimble Access 採掘鉱  

この測量スタイルメニューから､以下を実行できます。  

• 測量スタイル の作成や編集  

テンプレートメニューで以下を実行できます。  

• テンプレート の作成、編集、名前の変更また削除  

• 他のジョブからテンプレートを インポート 

このメニューから､以下を実行できます。  

• インターネットセットアップ の設定  

• 携帯モデムで使用する GNSS コンタクト を作成  

• 自動接続 オプションの設定  

• Trimble VX Spatial Station または Trimble S Series トータルステーション と Trimble 5600 トー

タルステーションの 無線機設定 の変更  

• Bluetooth 接続の設定  

• Wi-Fi 画像転送 を設定します。Wi-Fi 画像転送ソフトウェアがインストールされているコントロー

ラをお持ちの場合のみご利用になれます。  

特徴ライブラリメニューで以下を実行できます：  

• 特徴ライブラリ の作成や編集  

言語メニューで以下を実行できます。  

• 言語 の変更  

• サウンドイベント のオン･オフを切替  

• Trimble キーボードのスイッチオンまたはオフ（他社製 Windows コンピュータのみ対応）。  

言語 
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一般測量 ソフトウェアの言語を変更するには､  

1. コントローラに言語ファイルを転送します。  

2. Trimble Access ﾒﾆｭｰから､「設定 / 言語」をタップします。  

3. 一覧から必要な言語を選びます。  

4. 一般測量 ソフトウェアを再起動します。  

インターネット設定 

インターネット・セットアップ・ウィザードを使用した接続の設定 

インターネット・セットアップ・ウィザードにより、コントローラ上でインターネット接続を簡単に設定できま

す。インターネット接続が設定されれば、インターネット・セットアップを使用してインターネットへの接続

と切断を素早く行なうことができます。さらにこの接続を利用して Trimble Connected Community にオ

ンラインでログインできます。その後以下のセグメント化されたアプリケーションを実行します:  

• Trimble Access AccessSync 

• Trimble Access 一般測量  

• Trimble Access 道路  

• Trimble Access ﾄﾝﾈﾙ  

• Trimble Access 採掘鉱  

• Trimble Access ﾓﾆﾀｰ中  

• Trimble Access GNSS 予想 

• Trimble Access ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ  

インターネット･セットアップは、 モデム/電話 による接続と Wi-Fi による接続に対応しています。  

Trimble TSC3 コントローラの内蔵モデムを使用してインターネットに接続する  

1. 以下のいずれかを実行します：  

o Trimble Access ﾒﾆｭｰから、「インターネット設定」をタップします。  

o 「 設定 / 接続 / インターネット設定 」をタップします。  

o Trimble Access タスクバーの インターネット接続ボタン ( または )をタップします。  

2. 「電話/モデム」を選択します。  

3. 「GPRS 補正」ドロップダウンリストから、「内蔵モデム」を選択します。  

4. 「接続」をタップします。  

電話やモデムを使用した Trimble GeoXR、CU、TSC2、TSC3 コントローラのインターネット接続を新規

作成または編集  

1. 以下のいずれかを実行します：  

o Trimble Access ﾒﾆｭｰから、「インターネット設定」をタップします。  

o 「 設定 / 接続 / インターネット設定 」をタップします。  

o Trimble Access タスクバーの インターネット接続ボタン ( または )をタップします。  

2. 「電話/モデム」を選択します。  

3. 「新規 / 編集」ボタンをタップします。  
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4. ドロップダウンリストから、「ポート」を選択します。これはコントローラと携帯電話間の接続方法

の 1 つです。  

「Bluetooth」を選択して、コントローラと対となる全てモデムが表示されるドロップダウンリストか

ら Bluetooth デバイスを選択します。希望のデバイスがリストにない場合、デバイスとコントロ

ーラを対にしなければなりません。  

デバイスを TSC3 コントローラと対にするには：  

a. 「パートナーシップの作成」をタップします。  

b. 「モード」タブにある、「Bluetooth を起動する」が選択されていて、モデムの Bluetooth

が有効となっていていることを確認した上で、デバイスがリストに表示されているかを確

認します。  

c. 「デバイス」タブをタップして、「新規デバイス」を選択します。これにより他の Bluetooth

デバイスのスキャンを開始します。  

d. 希望のデバイスをリストから選択して「次へ」をタップします。  

e. 必要に応じてパスキーを入力して「次へ」をタップします。  

f. 「完了」をタップすると「インターネット設定」に戻ります。  

デバイスを TSC2 コントローラと対にするには：  

a. 「パートナーシップの作成」をタップします。  

b. 「モード」タブにある、「Bluetooth を起動する」が選択されていて、モデムの Bluetooth

が有効となっていていることを確認した上で、デバイスがリストに表示されているかを確

認します。  

c. 「デバイス」タブをタップして、「新規パートナーシップ」を選択します。これにより他の

Bluetooth デバイスのスキャンを開始します。  

d. 希望のデバイスをリストから選択して「次へ」をタップします。  

e. 必要に応じてパスキーを入力して「次へ」をタップします。  

f. 「完了」をタップしてから、「OK」をタップすると「インターネット設定」に戻ります。  

 

デバイスと Trimble CU コントローラを対にするには：  

a. 「パートナーシップの作成」をタップします。  

b. 「モード」タブにある、「Bluetooth を起動する」が選択されていて、モデムの Bluetooth

が有効となっていていることを確認した上で、デバイスがリストに表示されているかを確

認します。  

c. 「デバイスをスキャンする」をタップします。これにより他の Bluetooth デバイスのスキャ

ンを開始します。  

d. リストから希望のデバイスを選択し、矢印ボタンを使って「信頼できないデバイス」ウィン

ドウから「信頼できるデバイス」ウィンドウに移動します。  

e. 必要に応じてパスキーを入力します。  

f. 「OK」をタップして「インターネット設定」に戻ります。  

Trimble GeoXR または TSC3 をご使用の場合は、携帯電話ライン（GPRS）を選択して内蔵モデ

ムを使用します。  



F   
  

17 

6. 使用するモデムが PIN 暗証番号を必要とする場合、「このモデムは暗証番号が必要です」を

選択して、暗証番号を入力して「OK」をタップします。  

7. 「次へ」をタップします。  

8. 「ホームネットワークロケーション」、「サービスプロバイダ」と「プラン」の詳細を選択します。  

この詳細がリストにない場合は、手動で設定することができます：  

a. 「サービスプロバイダ」をタップします。  

b. 使用するカスタムサービスプロバイダーの「ダイヤルストリング」と「APN」などの詳細を

入力します。必要に応じて「ユーザ名 / パスワード」も入力します。もし「ロケーション」、

「サービスプロバイダ」または「プラン」がリストにない場合、ドロップダウンフィールドに

手動で入力します。  

c. 「追加」をタップしてから、新しいサービスプロバイダの「ホームネットワークロケーショ

ン」、「サービスプロバイダ」と「プラン」の詳細を選択します。  

d. ユーザ詳細 をタップし、必要に応じて「ユーザ名 / パスワード」を入力します。  

ヒント - Trimble GeoXR または TSC3 の使用中に内蔵モデムを選択した場合は、「検出」ボタ

ンをタップし、SIM カードが検出したサービスプロバイダ情報を取得します。また、「自動検出」

を選択するとこれが自動的に行われます。  

9. 「次へ」をタップします。  

10. 接続設定名を入力して、「完了」をタップします。  

メモ  

• すでに同じ名前の接続があった場合、既存の接続を上書きするように促されます。上書きした

くない場合は、「いいえ」をタップし他の名前で接続を保存します。  

• 初期設定されているサービスプロバイダーの詳細が変更されると、新しい詳細が 

[userserviceproviders.xml] ファイルへと保存されます。保存先は [\Program 

Files\Trimble\Common]です。初期設定値に戻したい場合は、コントローラからこのファイルを

削除します。  

• モデム暗証番号のある CompactFlash カードを利用してインターネットに接続することはできま

せん。TSC2 コントローラにある CompactFlash カードを使用する場合、SIM に暗証番号がない

ことを確認してください。  

• 誤った PIN 番号を 3 回入力してしまうと、緊急連絡以外の場合 SIM カードがブロックされてし

まいます。PUK(パーソナル・アンブロッキング・キー)コードの入力を求めるプロンプトが表示さ

れます。モデムの PUK コードをご存じでない場合、モデムの SIM カードの提供会社にご連絡く

ださい。誤った PUK コードを 10 回入力してしまうと、SIM カードは無効になり使用不可能にな

ってしまいます。この場合、カードを変更する必要があります。  

電話/モデムを使用して Trimble Tablet でインターネット接続の新規作成または編集を行なう  

1. 以下のいずれかを実行します：  

o Trimble Access ﾒﾆｭｰから、「インターネット設定」をタップします。  

o 「 設定 / 接続 / インターネット設定 」をタップします。  

o Trimble Access タスクバーの インターネット接続ボタン ( または )をタップします。  
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2. Windows の「ネットワークと共有センター」画面が表示されます。「新しい接続またはネットワー

クの設定」を選択してダイヤルアップ接続を作成します。詳細は Windows ヘルプをご参照くだ

さい。  

メモ : ネットワーク接続は、「設定」の「GNSS コンタクト」の設定で新規作成または編集することもでき

ます。  

電話/モデムによるインターネット接続の接続、切断、接続状況の表示を行なうには:  

問題なく接続が保存されると、インターネットへの再接続が容易になります：  

1. 「GPRS 接続」 ドロップダウンリストから、予め設定されている接続を選択します。  

2. Bluetooth を使用している場合、「Bluetooth を有効にする」が選択されていることを確認します。  

3. 「接続」をタップします。  

接続が確立されると、「インターネット設定」ステータスバーが「インターネット接続 <接続名> が確立さ

れました」と更新されます。「接続」ボタンも「切断」に変わります。切断するには「切断」をタップします。  

接続がない場合、「インターネット設定」ステータスバーは「インターネットに接続されていません」を表

示し、「切断」ボタンも「接続」に変わります。  

メモ  

• メモ - 現在のコントローラへの Active Sync 接続、または WiFi 接続は、インターネット・セットア

ップ・ウィザードに表示されます。  

• カメラへの Wi-Fi 接続がある場合、インターネット・セットアップ・ウィザードが誤って Wi-Fi 接続

が確立しました、と報告する場合があります。  

• カメラへの Wi-Fi 接続を使用すると同時にインターネット接続も使用する場合は、まず最初に

インターネット接続を作成し、それからカメラへの接続を作成してください。  

ヒント - タスクバーには インターネット接続インジケータ があり、他の Trimble Access 画面にも表示

されます。  

インターネット･セットアップ内の既存のモデム/電話接続を削除するには  

メモ - 使用中の接続は削除することができません。  

1. ドロップダウンリストから「GPRS 接続」名を選択します。  

2. 「削除」をタップします。  

Wi-Fi 接続を使用して Trimble GeoXR、 TSC2、または TSC3 コントローラのインターネット接続の新規

作成または編集  

1. 以下のいずれかを実行します：  

o Trimble Access ﾒﾆｭｰから、「インターネット設定」をタップします。  

o 「 設定 / 接続 / インターネット設定 」をタップします。  

o Trimble Access タスクバーの インターネット接続ボタン ( または ) をタップします。  

2. Wi-Fi を選択すると、コントローラの Wi-Fi が有効になります。  
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メモ - コントローラの Wi-Fi を無効にするには、 電話 / モデム オプションを選択します。  

3. Wi-Fi の設定と接続を行なうには次のいずれかを実行します：  

o TSC2 コントローラから「スタート / 設定 / 接続 / ワイヤレス・マネージャ」をタップしま

す。  

o TSC3 コントローラから「スタート / 設定 / 接続 / Wi-Fi」をタップします。  

o Trimble GeoXR コントローラで、Trimble ボタンをタップして、「スタートメニュー」を選択し

ます。そして「設定/接続/Wi-Fi」を選択します。  

既にネットワークへの接続が設定されている場合、ネットワークの接続範囲内にコントローラが

あれば、コントローラは自動的にそのネットワークに接続します。  

Wi-Fi 接続を使用して Trimble Tablet のインターネット接続の新規作成または編集を行なう  

1. 以下のいずれかを実行します：  

o Trimble Access ﾒﾆｭｰから、「インターネット設定」をタップします。  

o 「 設定 / 接続 / インターネット設定 」をタップします。  

o Trimble Access タスクバーの インターネット接続ボタン ( または )をタップします。  

2. Windows の「ネットワークと共有センター」画面が表示されます。「新しい接続またはネットワー

クの設定」を選択して Wi-Fi 接続を作成します。詳細は Windows ヘルプをご参照ください。  

ファイル転送 

コントローラとオフィスコンピュータ間のファイル転送 

この項では､Trimble コントローラとオフィスコンピューター間のデータ転送の方法を説明します。転送

可能なファイルタイプの一覧や､転送のために装置を接続する方法の説明も含まれています。  

メモ - 「Trimble CU」とは、Trimble CU（Model 3）コントローラも含むすべてのバージョンの Trimble CU

を指しますが、Trimble CU（Model 3）コントローラと特に明記されている場合もあります。ご使用の

Trimble CU が Model 3 コントローラかどうか確かめるには、背面のラベルをご覧ください。  

詳細については､以下を参照してください｡  

Trimble コントローラとオフィスコンピューター間のデータ転送 

TabletSync を使用して Trimble Tablet コントローラをオフィスコンピュータに接続 

USB メモリスティックを使用して Trimble Tablet コントローラとの間でファイルを送受信 

Microsoft ActiveSync を使用して Trimble Slate ｺﾝﾄﾛｰﾗ、Trimble GeoXR、CU、TSC2、TSC3 コントロ

ーラをオフィスコンピュータに接続 

Microsoft Mobile Device Center を使用して Trimble Slate ｺﾝﾄﾛｰﾗ、Trimble GeoXR、CU、TSC2、

TSC3 コントローラをオフィスコンピュータに接続 
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Bluetooth を使用して Trimble Slate ｺﾝﾄﾛｰﾗ、Trimble GeoXR、CU、TSC2、TSC3 コントローラをオフィ

スコンピュータに接続 

Trimble Slate ｺﾝﾄﾛｰﾗ、Trimble GeoXR、TSC2、TSC3 コントローラで使用するために Wi-Fi を設定 

Trimble Data Transfer(データ転送)ユーティリティの使用 

Microsoft エクスプローラを､使用可能な状態にある Microsoft ActiveSync / Windows Mobile Device 

Center ソフトウェアと一緒に使用 

ファイル転換 

Geodimeter(GDM) ジョブファイルの転送 

Zeiss M5 ファイルの転送 

ESRI Shape ファイルの転送 

ESRI GeoDatabase XML ファイルの作成 

AutoCAD Land Desktop ソフトウェア 

Trimble コントローラとオフィスコンピューター間のデータ転送  

Trimble コントローラとオフィスコンピューター間で様々なタイプのファイルを転送できます。それには､

データコレクター(.dc)ファイルや特徴コードファイル､デジタル地勢モデル(DTM)､言語ファイルが含ま

れます。Microsoft ActiveSync / Windows Mobile Device Center を使用するオフィスコンピューターと

Trimble コントローラ間の接続が確立すると､コントローラでのデータ転送処理はオフィスコンピュータ

ーのソフトウェアが制御するようになります。  

Trimble Slate ｺﾝﾄﾛｰﾗ、Trimble GeoXR、CU、TSC2、TSC3 コントローラでは、以下を使用してファイル

を転送できます：  

• Trimble Data Transfer(データ転送) ユーティリティと､使用可能な Microsoft ActiveSync / 

Windows Mobile Device Center ソフトウェア  

• Microsoft エクスプローラと､使用可能な Microsoft ActiveSync / Windows Device Center ソフ

トウェア  

Trimble Tablet コントローラでは、以下を使用してファイルを転送できます:  

• AccessSync を使用した Trimble Connected Community エクスプローラ 

• Trimble TabletSync 

• Trimble Tablet をネットワークに追加  

o ネットワーク/インターネット接続:  

 Wi-Fi  

 USB アダプタまたはドッキングステーションを使用したイーサネットケーブル  

 Bluetooth、USB、またはエクスプレスカードによるセルラーモデム接続  

• USB メモリスティック 
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TabletSync を使用して Trimble Tablet コントローラをオフィスコンピュータに接続  

TabletSync を使用すると、Trimble Tablet を Trimble Business Centerｙや Office Synchronizer を搭載

しているホストコンピュータに接続することができます。TabletSync は、初めて Trimble Access を

Trimble Tablet にインストールする際にインストールされます。TabletSync を使用するにはまず設定を

行なって下さい。  

メモ - 以下の手順は、Trimble Tablet にインストールされた TabletSync を初めて設定する場合の手

順です。もしすでに設定が済んでおり、その設定を変更する場合は、 TabletSync の設定後の変更 を

ご参照下さい。  

TabletSync の設定方法は以下の通りです:  

1. Trimble Tablet で TabletSync プログラムを開きます。The first time you open the program, the 

Device Setup dialog displays.  

2. 全てのフィールドに入力します:  

o 「デバイス名」 - Trimble Tablet コンピュータ名を入力します  

o 「現場作業員名」 - このフィールドはオプショナルです。  

o 「ホスト PC 上の Synchronizer ルートフォルダ」 - ホストコンピュータ、またはホストコン

ピュータがネットワークを介してアクセス可能な別のコンピュータへのパスを全て入力し

ます（例 C:\Trimble Synchronizer Data）。  

本デバイス用フォルダのフィールドは、前のフィールドに入力したパスとデバイスの名

前のついた新しいサブフォルダを表示します（例 C:\Trimble Synchronizer Data\Device 

01）。  

メモ - Office Synchronizer を使用するにはルートフォルダのパスを指定する必要があ

ります。  

Trimble Tablet にすでにインストールされている Trimble Access プログラムが「インストールさ

れているアプリケーション」リストに表示されます。  

3. 「OK」をクリックします。  

Trimble Tablet 用に新しく入力された名前は、TabletSync ウィンドウの「デバイス名」フィールド

に表示されます。  

4. TabletSync ウィンドウで ボタンをクリックします。  

5. 「ホスト名を入力」ダイアログで、ホストコンピュータ名を入力します。なお、ホスト名は大文字小

文字を区別します。  

ホストコンピュータの「スタート」メニューの「コンピュータ」、または「マイコンピュータ」を右クリッ

クし、「プロパティー」を選択して、ホストコンピュータ名を設定することができます。  

6. 「OK」をクリックします。  

名前が TabletSync ウィンドウの「ホストリスト」に追加されました。これで、Trimble Tablet をホ

ストコンピュータに接続する準備ができました。  
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Trimble Tablet の接続・切断:  

Trimble Tablet を接続したり、切断したりする前に、前節の手順に従って必ず Trimble Tablet 上の

TabletSync を設定し、正しいホスト名を TabletSync ウィンドウの「ホストリスト」から選んで下さい。  

メモ - オフィスコンピュータのオペレーティングシステムが Windows XP で、Trimble Office 

Synchronizer または Trimble Business Center を実行している場合は、決められた手順で設定を行な

う必要があります。詳しくは、Trimble Business Center のヘルプをご参照下さい。  

Trimble Tablet の接続または切断を行なうには:  

1. Trimble Business Center や Office Synchronizer がホストコンピュータ上で実行されていること

を確認します。  

2. Trimble Tablet をホストコンピュータが接続されているネットワークに接続します。  

3. タブレットコンピュータの TabletSync プログラムを開き、「ホストリスト」から適切なホストを選び

ます。選択されたホストコンピュータがネットワーク上で検出されると、「接続ボタン」が有効に

なります。  

4. 「接続」ボタンをクリックします。接続が完了すると、「（ホスト名）に接続しました」というメッセー

ジがステータスバーに表示されます。  

5. Trimble Business Center や Office Synchronizer を使用して Trimble Tablet とホストコンピュー

タ間でデータを転送したり、同期したりします。  

6. 終了するときは、「切断ボタン」をクリックします。  

初めて設定を行なった後に、TabletSync を再設定する  

TabletSync は、最初に行なった設定を変更し、再設定することができます。Trimble Tablet 上で

TabletSync を開き、必要に応じて変更を行ないます（例えば、別のホストコンピュータ名を選ぶ、また

は入力する、など）。  

Trimble Tablet がホストコンピュータに接続されている場合は、Office Synchronizer プログラムを使用

して設定することもできます。Office Synchronizer ウィンドウから「ツール / デバイスのセットアップ」を

選択します。  

USB メモリスティックを使用して Trimble Tablet コントローラとの間でファイルを送受信  

USB メモリスティックを使用して 1 台のコンピュータから別のコンピュータにファイルを移すことができ

ます。メモリスティックはフラッシュドライブとも呼ばれ、Trimble Tablet の USB ポートに差し込んで使い

ます。Trimble Access メニューから「ファイル」をタップし、「ファイルエクスプローラ」にアクセスしてファ

イルをメモリスティックへ、またはメモリスティックからコピーします。  

ヒント - Trimble Tablet のデータはフォルダ C:\ProgramData\Trimble\Trimble Data に保存されてい

ます。  

その他の Trimble ソフトウェアパッケージを使用しても Trimble コントローラとのデータ転送ができます。

詳細については､､Trimble オフィスソフトウェアと一緒に提供されたヘルプを参照してください。  

Microsoft ActiveSync を使用してオフィスコンピュータに Trimble Slate ｺﾝﾄﾛｰﾗ、Trimble GeoXR、CU、

TSC2、TSC3 コントローラを接続  
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一般測量ソフトウェアとオフィスコンピュータ間で一般測量ファイルを転送するには､Microsoft 

ActiveSync をゲストまたはパートナー関係接続で使用する必要があります｡  

メモ - LAN（ローカルエリアネットワーク)を使用して接続するには､パートナー関係を生成する必要が

あります｡パートナー関係を作成するには､シリアルケーブルや USB､赤外線接続を使用してオフィスコ

ンピュータにコントローラを接続する必要があります｡  

接続を設立するには､  

1. Trimble コントローラとオフィスコンピューターに電源が入っていることを確認します。  

通信ポートが使用可能であることを確実にするために､Trimble コントローラと通信しているす

べての装置の接続を切断し､すべてのアプリケーションを終了します。  

2. オフィスコンピュータで､「スタート / プログラム / Microsoft ActiveSync」を選択して､

ActiveSync を起動します｡  

これを行う必要があるのは､初回設定時だけです｡次回からは Microsoft ActiveSync が自動

的に起動します｡  

3. Microsoft ActiveSync で､「ファイル / 接続設定」を選択して､接続方法を設定します｡「シリア

ル」または「赤外線」に対する適切なオプションを選択して､通信ポートまたは USB､ネットワー

クを指定します｡  

4. Trimble コントローラをオフィスコンピューターに接続します。以下の方法の１つを使用します。  

o シリアルケーブル  

o USB ケーブル(マルチポートアダプタ使用)  

o ネットワーク(イーサネット)カード(マルチポートアダプタ使用)  

o 赤外線(コントローラがそれをサポートする場合)  

o ドッキングステーション（オフィスコンピュータに USB 接続｡Trimble CU 使用時のみ｡)  

o Bluetooth ワイヤレス機能  

5. Windows タスクバー上の Microsoft ActiveSync アイコンが回転し始め､Trimble コントローラは

メッセージ｢デスクトップに接続します｡｣を表示します。「はい」をタップします｡  

6. Trimble コントローラにメッセージが表示されず､ Microsoft ActiveSync アイコンが回転しない

場合､接続に問題があります。 Microsoft ActiveSync ソフトウェアの接続設定が正しいことと､

他のアプリケーションが Trimble コントローラの COM ポートを使用していないことを確認します。  

コントローラが接続に失敗した場合には､接続がビジーであるというメッセージが現れることが

あります｡または､接続できなかったことを知らせる「エラー678」メッセージが現れることもありま

す｡ コントローラに接続されているケーブルを外して､ソフトリセットを行ってから､ケーブルを接

続し直します｡ケーブルが再び接続されると､「デスクトップに接続します｡」メッセージが現れま

す。「はい」 を選択して接続します｡  

ソフトリセットの実行方法については､ ソフトリセットの実行 をご参照ください。  

このコンピュータとコントローラの間でまだパートナー関係を作成していない場合には､接続過程で

Microsoft ActiveSync 接続ウィザードが表示され､その設定を求めます｡パートナー関係の作成は絶

対必要ということではありませんが､以下の表で示されるようにいくつかの利点があります｡  

接続タ 利点  不利点  
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イプ  

ゲスト  

初回接続時に答える必要のある質問が少なくて

済む  

 

安全度が高い (同期化がコントローラまたは PC

上のデータに悪影響を与えることがないため)  

 

借りた､または共有のコンピュータの使用時に適

す  

2 回目以降の接続に時間が掛かる (パー

トナー関係を求める接続よりも手順が１つ

多い)  

 

LAN 接続に対応なし  

パート

ナー関

係  

2 回目以降の接続が速い (接続時の手順が１つ

少ない)  

 

パートナー関係が一度設立されると､LAN （最も

速い接続方法)経由でオフィスコンピュータに接

続可能｡  

 

コントローラの時計は､オフィスコンピュータの時

計と一致するように調整される｡  

初回接続時に答える必要のある質問が多

い  

 

コントローラは同期化をサポートしない｡  

 

オフィスコンピュータの時間が正しくない場

合､コントローラも誤った時間を示すように

なる｡  

 

コントローラでハードリセットを行うと､パー

トナー関係が削除されてしまう｡  

パートナー関係を作成するには､  

1. 「新しいパートナー」 ダイアログで 「はい」 ､そして 「次」 を選択します。  

2. このコンピュータとのパートナー関係を１つだけ許容するには､ 「はい」 ､そして 「次」 を選択し

ます。  

3. 同期設定を選択します。すべてのチェックボックスからチェックマークを外すことをお勧めします｡ 

「次」 を選択して継続します。  

4. 設定は完了しました｡ 「終了」 を選択して､ウィザードを終了します｡これで ActiveSync 接続は

完成し､パートナー関係が設立されました｡  

Trimble Data Transfer(データ転送) を使用して一般測量 ファイルを転送するには､ Trimble Data 

Transfer(データ転送) ユーティリティの使用 の項を参照してください。  

詳細については､Microsoft ActiveSync のヘルプを参照してください。オフィスコンピュータからは「スタ

ート / プログラム / Microsoft ActiveSync」をクリックします｡  

注 － Microsoft ActiveSync が使用可能状態になっているとき､それがコンピュータの通信ポートを制

御します｡そのために他のアプリケーションは通信ポートを使用できません｡一般測量ソフトウェアまた

は Trimble GNSS 受信機の以前のバージョンとファイルを転送するには､Microsoft ActiveSync で「接

続設定」を設定し直して､必要な通信ポートを使用できるようにします｡その後で Trimble データ転送ユ

ーティリティを直接使用します。  

Windows Mobile Device Center を使用してオフィスコンピュータに Trimble Slate ｺﾝﾄﾛｰﾗ、Trimble 

GeoXR、CU、TSC2、TSC3 コントローラを接続  

接続を設立するには､  
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1. Trimble コントローラとオフィスコンピューターに電源が入っていることを確認します。  

通信ポートが使用可能であることを確実にするために､Trimble コントローラと通信しているす

べての装置の接続を切断し､すべてのアプリケーションを終了します。  

2. Trimble コントローラをオフィスコンピューターに接続します。以下の方法の１つを使用します。  

o シリアルケーブル  

o USB ケーブル(マルチポートアダプタ使用)  

o ネットワーク(イーサネット)カード(マルチポートアダプタ使用)  

o 赤外線(コントローラがそれをサポートする場合)  

o ドッキングステーション（オフィスコンピュータに USB 接続｡Trimble CU 使用時のみ｡)  

o Bluetooth ワイヤレス機能  

オフィスコンピュータが自動的に接続し、Windows Mobile device Center ホームページが表示さ

れます｡  

3. デバイスをセットアップせずに接続する を選択します。  

Trimble Data Transfer(データ転送) を使用して一般測量 ファイルを転送するには､ Trimble Data 

Transfer(データ転送) ユーティリティの使用 の項を参照してください。  

詳細については､Microsoft Mobile Device Center のヘルプを参照してください。オフィスコンピュータ

からは「スタート / プログラム / Microsoft Mobile Device Center」をクリックします｡  

Bluetooth を使用して Trimble Slate ｺﾝﾄﾛｰﾗ、Trimble GeoXR、CU、TSC2/TSC3 コントローラをオフィ

スコンピュータに接続  

Bluetooth のワイヤレス技術を使用して、Trimble Slate ｺﾝﾄﾛｰﾗ/Trimble GeoXR、CU、TSC2/TSC3 コ

ントローラとオフィスコンピュータの接続を確立すると､Bluetooth と Trimble データ転送ユーティリティ、

あるいは Microsoft ActiveSync や WIndows Mobile Device Center を使用してファイルを転送できるよ

うになります｡  

接続をセットアップするには､  

• Bluetooth ソフトウェアのインストールと設定 

• Bluetooth が使用できるよう Microsoft ActiveSync を設定 

• Bluetooth が使用できるよう Windows Mobile Device Center を設定 

• Trimble CU（Model 3）を設定し､Bluetooth ワイヤレス機能と Microsoft ActiveSync を使用して

接続 

• Trimble CU（Model 3）を設定し､Bluetooth ワイヤレス機能と Windows Mobile Device Center を

使用して接続 

• Trimble CU を設定し､Bluetooth ワイヤレス機能と Microsoft ActiveSync を使用して接続 

• Trimble CU を設定し､Bluetooth ワイヤレス機能と Wondows Mobile Device Center を使用して

接続 

• Trimble Slate ｺﾝﾄﾛｰﾗ/Trimble GeoXR/TSC2/TSC3 を設定し､Bluetooth ワイヤレス機能と

ActiveSync を使用して接続 

• Trimble Slate ｺﾝﾄﾛｰﾗ/Trimble GeoXR/TSC2/TSC3 コントローラを設定し､Bluetooth ワイヤレ

ス機能と Windows Mobile Device Center を使用して接続 

Bluetooth ソフトウェアのインストールと設定  
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Bluetooth ハードウェアのソフトウェアやドライバーのインストール･設定は､その Bluetooth 製造者によ

って異なります｡下記の手順は一般的なもので､多くの Bluetooth 装置に適用できるはずです｡  

1. Bluetooth 製造者の指示に従って､Bluetooth 装置用のソフトウェアとドライバーをインストール

します｡  

オフィスコンピュータがワイヤレス Bluetooth を内蔵している場合には､下記の手順に従ってく

ださい｡  

a. 「スタート / プログラム / ソフトウェアセットアップ」を選択します。  

b. ｢Hardware Enabling Drivers」のツリー構造を広げます｡そこで｢Bluetooth」が選択されて

いることを確認し､その他の選択をすべて取り消します｡  

c. 「Software Applications」のチェックボックスからチェックマークを外します｡  

d. 「Next」を選択して､インストールを完了します｡  

外部 USB Bluetooth 装置(TDK Systems､または Cambridge Silicon Radio 社製の DSE 

Bluetooth ドングルなど)をお持ちの場合には､提供された CD と指示を参照してください｡  

2. インストール作業中に､Bluetooth ドングルに接続するように求められるはずです｡まだそれを

行っていない場合には､その時点でドングルをオフィスコンピュータに接続します｡  

3. ソフトウェアのインストール後に指示に従って､システムを再起動します｡  

4. Bluetooth 装置に割り当てた COM ポートを確認します｡  

a. ソフトウェアがインストールされると､Bluetooth のアイコンがオフィスコンピュータのシス

テムトレイに表示されるようになります｡その Bluetooth アイコンを右クリックします｡  

b. 「Advanced Configuration」を選択します。「Local Services」タブで､「Bluetooth Serial 

Port」(Bluetooth シリアルポート)サービスに割り当てられている COM ポートをメモして

おきます｡この COM ポートを Microsoft ActiveSync と一緒に使用できるように設定する

必要があります｡  

または､「スタート / プログラム / My Bluetooth Places」を選択してから､「My Device / 

My Bluetooth Serial Port / Properties」を選択します。  

これで Bluetooth 装置がオフィスコンピュータの COM ポートであるかのように設定されました｡  

メモ － Bluetooth ソフトウェアのインストールに管理者権を必要とすることがあります｡  

Bluetooth が使用できるように Microsoft ActiveSync の設定変更  

1. コントローラとオフィスコンピュータと通信している装置すべてを切断します｡  

2. ActiveSync を起動します｡オフィスコンピュータで､「スタート / プログラム / Microsoft 

ActiveSync」を選択します。  

3. 接続方法を設定します｡Microsoft ActiveSync で「ファイル / 接続の設定」を選択します。  

a. 「この COM ポートへのシリアルケーブルまたは赤外線接続を可能にする」チェックボッ

クスにチェックマークを入れます｡  

b. メモしておいた Bluetooth ドングルに割り当てられている COM ポート番号(例､COM7)を

選択します。  
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接続の設定は一度しか行う必要がありません｡次回からは､Microsoft ActiveSync が自動的に

起動します｡  

4. 「OK」をクリックして、「接続の設定」ダイアログを終了します｡  

メモ - ActiveSync 機能などのアプリケーションを COM ポートに割り当てる方法は、コンピュータのメ

ーカによって異なる場合があります。  

Bluetooth が使用できるように Windows Mobile Device Center の設定変更  

1. コントローラとオフィスコンピュータと通信している装置すべてを切断します｡  

2. Windows Mobile Device Center を起動します｡オフィスコンピュータで､「スタート / プログラム / 

Windows Mobile Device Center」を選択します。  

3. 接続方法を設定します｡Windows Mobile Device Center で「モバイルデバイス設定 / 接続の設

定」を選択します。  

4. 「以下のうちのいずれかへの接続を可能にする」チェックボックスにチェックマークを入れ、

Bluetooth を選択します｡  

接続の設定は一度しか行う必要がありません｡次回からは､Windows Mobile Device Center が

自動的に起動します｡  

5. 「OK」をクリックして、「接続の設定」ダイアログを終了します｡  

メモ - Windows Mobile Device Center 機能などのアプリケーションを COM ポートに割り当てる方法は、

コンピュータのメーカによって異なる場合があります。  

Trimble CU（Model 3）を設定し､Bluetooth ワイヤレス機能と Microsoft ActiveSync を使用して接続  

コントローラとオフィスコンピュータ間の Bluetooth 接続は､コントローラが開始します｡  

1. Trimble CU（Model 3）が Windows CE バージョン 6.0 オペレーティング･システムで動作してい

る場合、まず USB ケーブルによる ActiveSync 接続を使ってオフィス･コンピュータとのパート

ナーシップを確立します。  

2. オフィスコンピュータで ActiveSync COM ﾎﾟｰﾄを設定し、Bluetooth 用に割り当てます。これを

行うには、 Install and Configuring the Bluetooth software （Bluetooth ソフトウェアのインストー

ルと設定） または Configuring Microsoft ActiveSync to use Bluetooth （Microsoft ActiveSync

を設定して Bluetooth を使用する） をご参照ください。  

3. コントローラで 「Start / Settings / Control Panel / Bluetooth Device Properties」 をタップしま

す｡  

4. 「Power」タブをタップしてから、「Enable Bluetooth」（Bluetooth 有効化）チェックボックスで有効

にします。  

5. 「Configuration」（設定） タブをタップして､「Do not quert device services」 チェックボックスにチ

ェックマークを入れます｡  

近隣にある装置すべては通常のスキャンで見つけることができます｡SDP Service Discovery 

を使用している場合､コントローラは Bluetooth 装置を見つけると､サポートするサービスはどれ

かをその装置に質問し､答えを入手します｡  
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6. 「Scan Device」 タブをタップします。  

7. 使用可能な Bluetooth 装置すべてをスキャンするには､「Scan」をタップします｡  

コントローラがスキャンを終了すると､見つかった Bluetooth サービスは､スクリーンの左の

「Untrusted」(信頼しない)リストに表示されます｡  

8. 青い ActiveSync ロゴの Bluetooth 装置と､使用中のオフィスコンピュータの名前を反転表示し

ます｡そのコンピュータを信頼できる装置にするには､ --> ソフトキーをタップします｡  

9. 承認メッセージが現れたら 「Yes」 をタップします｡Trimble CU（Model 3）とオフィスコンピュータ

で暗証番号を促されたら、適切な PIN 番号を入力します。  

10. 信頼する装置を使用可能にするには､装置名をダブルタップして､「Active」 を選択します。  

11. 承認過程をオフにするには､装置名をダブルタップして「Authenticate」 オプションの選択を取り

消します｡この手順の実行は任意です｡  

12. 「OK」 をタップして､Bluetooth マネージャを終了します｡  

13. コントロールパネルから、「PC Connection」（PC 接続）をダブルタップします。「Connect using」

（接続方法）が USB になっていたら、「Change...」（変更）をタップして「Bluetooth」を選択します。

「OK」をタップし、もう一度「OK」をタップして終了します。｡  

14. 「Start/Run」(スタート/起動)をタップします｡「Open」（開く）フィールドで「repllog」と入力して

「OK」をタップします｡  

コントローラがオフィスコンピュータに接続すると､Trimble データ転送や Microsoft ActiveSync 

を使用してファイルを転送できるようになります｡  

Trimble CU（Model 3）コントローラを設定し､Bluetooth ワイヤレス機能と Windows Mobile Device 

Center を使用して接続  

コントローラとオフィスコンピュータ間の Bluetooth 接続は､コントローラが開始します｡  

1. Trimble CU（Model 3）が Windows CE バージョン 6.0 オペレーティング･システムで動作してい

る場合、まず USB ケーブルによる ActiveSync 接続を使ってオフィス･コンピュータとのパート

ナーシップを確立します。  

2. Bluetooth 接続をオフィスコンピュータでセットアップします。 Bluetooth ソフトウェアのインスト

ールと設定 、および Windows Mobile Device Center を設定して Bluetooth を使用する をご参

照下さい。  

3. コントローラで 「Start / Settings / Control Panel / Bluetooth Device Properties」 をタップしま

す｡  

4. 「Power」タブをタップしてから、「Enable Bluetooth」（Bluetooth 有効化）チェックボックスで有効

にします。  

5. 「Configuration」（設定） タブをタップして､「Do not quert device services」 チェックボックスにチ

ェックマークを入れます｡  

近隣にある装置すべては通常のスキャンで見つけることができます｡SDP Service Discovery 

を使用している場合､コントローラは Bluetooth 装置を見つけると､サポートするサービスはどれ

かをその装置に質問し､答えを入手します｡  

6. 「Scan Device」 タブをタップします。  

7. 使用可能な Bluetooth 装置すべてをスキャンするには､「Scan」をタップします｡  
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コントローラがスキャンを終了すると､見つかった Bluetooth サービスは､スクリーンの左の

「Untrusted」(信頼しない)リストに表示されます｡  

8. 青い ActiveSync ロゴの Bluetooth 装置と､使用中のオフィスコンピュータの名前を反転表示し

ます｡そのコンピュータを信頼できる装置にするには､ --> ソフトキーをタップします｡  

9. 承認メッセージが現れたら 「Yes」 をタップします｡TrimbleCU とオフィスコンピュータで暗証番号

を促されたら、それぞれに同じ PIN 番号を入力し、OK をクリックします。  

10. 信頼する装置を使用可能にするには､装置名をダブルタップして､「Active」 を選択します。  

11. 承認過程をオフにするには､装置名をダブルタップして「Authenticate」 オプションの選択を取り

消します｡この手順の実行は任意です｡  

12. 「OK」 をタップして､Bluetooth マネージャを終了します｡  

13. コントロールパネルから、「PC Connection」（PC 接続）をダブルタップします。「Connect using」

（接続方法）が USB になっていたら、「Change...」（変更）をタップして「Bluetooth」を選択します。

「OK」をタップし、もう一度「OK」をタップして終了します。｡  

14. 「Start/Run」(スタート/起動)をタップします｡「Open」（開く）フィールドで「repllog」と入力して

「OK」をタップします｡  

コントローラがオフィスコンピュータに接続すると､Trimble データ転送や Windows Mobile 

Device Center を使用してファイルを転送できるようになります｡  

Trimble CU を設定し､Bluetooth ワイヤレス機能と Microsoft ActiveSync を使用して接続  

コントローラとオフィスコンピュータ間の Bluetooth 接続は､コントローラが開始します｡  

1. USB ケーブルによる ActiveSync 接続を使ってオフィス･コンピュータとのパートナーシップを確

立します。  

2. オフィスコンピュータで ActiveSync COM ﾎﾟｰﾄを設定し、Bluetooth 用に割り当てます。これを

行うには、 Install and Configuring the Bluetooth software （Bluetooth ソフトウェアのインストー

ルと設定） または Configuring Microsoft ActiveSync to use Bluetooth （Microsoft ActiveSync

を設定して Bluetooth を使用する） をご参照ください。  

3. スキャンの準備をするには:  

o コントローラで 「Start / Settings / Control Panel / Bluetooth Device Properties」 をタ

ップします｡  

o まだ Bluetooth が有効になっていない場合は、「Enable Bluetooth」チェックボックスで有

効にします。  

o 「Configuration」 タブをタップして､「Perform SDP On Scan」 チェックボックスにチェック

マークを入れます｡  

近隣にある装置すべては通常のスキャンで見つけることができます｡SDP Service Discovery 

を使用している場合､コントローラは Bluetooth 装置を見つけると､サポートするサービスはどれ

かをその装置に質問し､答えを入手します｡  

4. 「Scan Device」 タブをタップします。  

5. 使用可能な Bluetooth 装置すべてをスキャンするには、「デバイスをスキャンする」をタップしま

す。  

コントローラがスキャンを終了すると､見つかった Bluetooth サービスは､スクリーンの左の

「Untrusted」(信頼しない)リストに表示されます｡  
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6. 青い ActiveSync ロゴの Bluetooth 装置と､使用中のオフィスコンピュータの名前を反転表示し

ます｡そのコンピュータを信頼できる装置にするには､ --> ソフトキーをタップします｡  

7. 承認メッセージが現れたら 「Yes」 をタップします｡TrimbleCU とオフィスコンピュータで暗証番号

を促されたら、適切な PIN 番号を入力します。  

8. 信頼する装置を使用可能にするには､装置名をダブルタップして､「Active」 を選択します。  

9. 承認過程をオフにするには､装置名をダブルタップして「Authenticate」 オプションの選択を取り

消します｡この手順の実行は任意です｡  

10. 「OK」 をタップして､Bluetooth マネージャを終了します｡  

11. コントローラをオフィスコンピュータに接続するには､「Start / Programs / Utilities / 

ActiveSync」をタップします｡  

「No Partnerships（パートナーシップ関係がありません）」というエラーメッセージが現れたら､

USB を使用してコントローラとオフィスコンピュータを接続し､ パートナーシップ関係 を作成しま

す｡USB ケーブルを外した後､手順 1 からもう一度繰り返します｡  

12. オフィスコンピュータへの接続方法を 「Bluetooth」 に設定します｡「Connect to」(接続先)がオフ

ィスコンピュータの名前に設定されていることを確認します｡  

13. 「Connect」(接続)をタップします｡コントローラがオフィスコンピュータと通信を始めます｡  

コントローラがオフィスコンピュータに接続すると､Trimble データ転送や Microsoft ActiveSync 

を使用してファイルを転送できるようになります｡  

Trimble CU を設定し､Bluetooth と Windows Mobile Device Center を使用して接続  

コントローラとオフィスコンピュータ間の Bluetooth 接続は､コントローラが開始します｡  

1. USB ケーブルによる ActiveSync 接続を使ってオフィス･コンピュータとのパートナーシップを確

立します。  

2. オフィスコンピュータ上で Bluetooth をセットアップします。 Bluetooth ソフトウェアのインストー

ルと設定 、および Windows Mobile Device Center を設定して Bluetooth を使用する をご参照

下さい。  

3. スキャンの準備をするには:  

o コントローラで 「Start / Settings / Control Panel / Bluetooth Device Properties」 をタ

ップします｡  

o まだ Bluetooth が有効になっていない場合は、「Enable Bluetooth」チェックボックスで有

効にします。  

o 「Configuration」 タブをタップして､「Perform SDP On Scan」 チェックボックスにチェック

マークを入れます｡  

近隣にある装置すべては通常のスキャンで見つけることができます｡SDP Service Discovery 

を使用している場合､コントローラは Bluetooth 装置を見つけると､サポートするサービスはどれ

かをその装置に質問し､答えを入手します｡  

4. 「Scan Device」 タブをタップします。  

5. 使用可能な Bluetooth 装置すべてをスキャンするには、「デバイスをスキャンする」をタップしま

す。  
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コントローラがスキャンを終了すると､見つかった Bluetooth サービスは､スクリーンの左の

「Untrusted」(信頼しない)リストに表示されます｡  

6. 青い ActiveSync ロゴの Bluetooth 装置と､使用中のオフィスコンピュータの名前を反転表示し

ます｡そのコンピュータを信頼できる装置にするには､ --> ソフトキーをタップします｡  

7. 承認メッセージが現れたら 「Yes」 をタップします｡TrimbleCU とオフィスコンピュータで暗証番号

を促されたら、それぞれに同じ PIN 番号を入力し、OK をクリックします。  

8. 信頼する装置を使用可能にするには､装置名をダブルタップして､「Active」 を選択します。  

9. 承認過程をオフにするには､装置名をダブルタップして「Authenticate」 オプションの選択を取り

消します｡この手順の実行は任意です｡  

10. 「OK」 をタップして､Bluetooth マネージャを終了します｡  

11. コントローラをオフィスコンピュータに接続するには､「Start / Programs / Utilities / 

ActiveSync」をタップします｡  

「No Partnerships（パートナーシップ関係がありません）」というエラーメッセージが現れたら､

USB を使用してコントローラとオフィスコンピュータを接続し､ パートナーシップ関係 を作成しま

す｡USB ケーブルを外した後､手順 1 からもう一度繰り返します｡  

12. オフィスコンピュータへの接続方法を 「Bluetooth」 に設定します｡「Connect to」(接続先)がオフ

ィスコンピュータの名前に設定されていることを確認します｡  

13. 「Connect」(接続)をタップします｡コントローラがオフィスコンピュータと通信を始めます｡  

コントローラがオフィスコンピュータに接続すると､Trimble データ転送や Windows Mobile 

Device Center を使用してファイルを転送できるようになります｡  

Trimble Slate ｺﾝﾄﾛｰﾗ/Trimble GeoXR/TSC2/TSC3 を設定し､Bluetooth 技術を使用して Microsoft 

ActiveSync に接続  

注意 - TrimbleGNSS 受信機とペアにする 前に 必ずオフィスコンピュータとペアにしてください。もし

Trimble GNSS 受信機と既にペアにしてしまった場合は、TSC2２を、ActiveSync サービスが利用でき

る接続として表示される前に、必ず工場出荷時状態にリセットしてください。リセットしたら、コントロー

ラの全てのソフトウェアを再びインストールする必要があります。  

コントローラとオフィスコンピュータ間の Bluetooth 接続は､コントローラが開始します｡  

1. オフィスコンピュータで ActiveSync COM ﾎﾟｰﾄを Bluetooth に用に設定し、割り当てます。これ

を行うには、 Installing and Configuring the Bluetooth software または Configuring Microsoft 

ActiveSync to use Bluetooth をご参照ください。  

2. スキャンを実行するには:  

o Trimble Slate ｺﾝﾄﾛｰﾗ/TSC3 コントローラで:  

a. Windows のスタートボタンを押してスタートメニューにアクセスし、 「Setting / 

Settings / Bluetooth」 をタップします｡  

b. 「Mode（モード)」 タブをタップして､「Turn on Bluetooth（Bluetooth をオンにする)」 

チェックボックスにチェックマークを入れます｡  
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c. 使用可能な Bluetooth 装置すべてをスキャンするには､「Devices（装置)」 タブで

「Add new device（新しい装置の追加)」をタップします｡  

o TSC2 コントローラで:  

a. コントローラで 「Start / Settings / Connections / Bluetooth」 をタップします｡  

b. 「Mode（モード)」 タブをタップして､「Turn on Bluetooth（Bluetooth をオンにする)」 

チェックボックスにチェックマークを入れます｡  

c. 使用可能な Bluetooth 装置すべてをスキャンするには､「Devices（装置)」 タブで

「New Partnership（新しいパートナーシップ)」をタップします｡  

o Trimble GeoXR コントローラで:  

a. Windows のスタートボタンを押してスタートメニューにアクセスし、 「Setting / 

Bluetooth」 をタップします｡  

b. 「Mode（モード)」 タブをタップして､「Turn on Bluetooth（Bluetooth をオンにする)」 

チェックボックスにチェックマークを入れます｡  

c. 使用可能な Bluetooth 装置すべてをスキャンするには､「Devices（装置)」 タブで

「Add new device（新しい装置の追加)」をタップします｡  

コントローラがスキャンを終了すると､見つかった Bluetooth サービスが表示されます｡  

3. 使用中のオフィスコンピュータの名前を伴う Bluetooth 装置を反転表示して「Next」 をタップし

ます｡  

4. 承認メッセージが現れたら、パスキーを入力してオフィスコンピュータとの安全な接続を確立し

ます。 「次へ」 をタップします｡オフィスコンピュータに促されたら、同じパスキーを入力して OK

をクリックします。  

5. 「Activesync」 サービスのチェックボックスにチェックが入っていることを確認してから、「Finish」 

をタップします｡  

6. 「OK」 をタップして､Bluetooth マネージャを終了します｡  

7. コントローラをオフィスコンピュータに接続するには､「Start / Programs / ActiveSync」をタップ

します｡  

8. 「Menu」 をタップしてから、「Connect via Bluetooth（Bluetooth で接続)」 をタップします｡  

9. Microsoft ActiveSync が起動して､新しいパートナーシップ関係を設定するように指示します｡

(それがまだ存在しない場合) パートナーシップ関係 作成にはウィザードの手順に従ってくださ

い｡  

コントローラがオフィスコンピュータに接続すると､Trimble データ転送や Microsoft ActiveSync 

を使用してファイルを転送できるようになります｡  

Trimble Slate ｺﾝﾄﾛｰﾗ/Trimble GeoXR/TSC2/TSC3 を設定し､Bluetooth 技術を使用して Windows 

Device Center に接続  

コントローラとオフィスコンピュータ間の Bluetooth 接続は､コントローラが開始します｡  
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1. Bluetooth をオフィスコンピュータ上でセットアップします。 Bluetooth ソフトウェアのインストー

ルと設定 、および Windows Mobile Device Center を設定して Bluetooth を使用する をご参照

下さい。  

2. スキャンを実行するには:  

o Trimble Slate ｺﾝﾄﾛｰﾗ/TSC3 コントローラで:  

a. Windows のスタートボタンを押してスタートメニューにアクセスし、 「Setting（設

定） / Settings / Bluetooth」 をタップします｡  

b. 「Mode（モード)」 タブをタップして､「Turn on Bluetooth（Bluetooth をオンにする)」 

チェックボックスにチェックマークを入れます｡  

c. 使用可能な Bluetooth 装置すべてをスキャンするには､「Devices（装置)」 タブで

「Add new device（新しい装置の追加)」をタップします｡  

o TSC2 コントローラで:  

a. コントローラで 「Start / Settings / Connections / Bluetooth」 をタップします｡  

b. 「Mode（モード)」 タブをタップして､「Turn on Bluetooth（Bluetooth をオンにする)」 

チェックボックスにチェックマークを入れます｡  

c. 使用可能な Bluetooth 装置すべてをスキャンするには､「Devices（装置)」 タブで

「New Partnership（新しいパートナーシップ)」をタップします｡  

o Trimble GeoXR コントローラで:  

a. Trimble ボタンを押してスタートメニューにアクセスし、 「Setting / Bluetooth」 を

タップします｡  

b. 「Mode（モード)」 タブをタップして､「Turn on Bluetooth（Bluetooth をオンにする)」 

チェックボックスにチェックマークを入れます｡  

c. 使用可能な Bluetooth 装置すべてをスキャンするには､「Devices（装置)」 タブで

「Add new device（新しい装置の追加)」をタップします｡  

コントローラがスキャンを終了すると､見つかった Bluetooth サービスが表示されます｡  

3. 使用中のオフィスコンピュータの名前を伴う Bluetooth 装置を反転表示して「Next」 をタップし

ます｡  

4. 承認メッセージが現れたら、パスキーを入力してオフィスコンピュータとの安全な接続を確立し

ます。 「次へ」 をタップします｡オフィスコンピュータに促されたら、同じパスキーを入力して OK

をクリックします。  

5. オフィスコンピュータの名前を長押ししてから「Connection」を選択します。  

6. 「OK」 をタップして､Bluetooth マネージャを終了します｡  

7. Windows Mobile Device Center が起動します。「Connect without setting up a deivce」をタップ

します｡  
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コントローラがオフィスコンピュータに接続すると､Trimble データ転送や WIndows Mobile 

Device Center を使用してファイルを転送できるようになります｡  

ヒント - または、オフィスコンピュータにコントロールを接続するには、「Start / Programs / 

ActiveSync」をタップします。「Menu」、そして「Connect via Bluetooth」をタップします。  

Trimble Slate ｺﾝﾄﾛｰﾗ/Trimble GeoXR/TSC2/TSC3 の Wi-Fi 機能の設定  

以下の手順は､Wi-Fi ワイヤレスネットワークがオフィス内に既にセットアップされていると仮定したも

のです｡  

ワイヤレス暗号化プロトコル(WEP)ネットワークキーなどに関してはネットワーク管理者に問い合わせ

てください｡  

1. Wi-Fi 無線機がオンになっていることを確認します｡  

o Trimble Slate ｺﾝﾄﾛｰﾗ/TSC3 コントローラで:  

1. Windows のスタートボタンを押してスタートメニューにアクセスし、「Settings（設

定） / Connections（接続） / Wi-Fi - Menu」 をタップします。  

2. 無線機をオンにするには､「Turn On Wi-Fi」 をタップします。  

メニューオプションが「Turn Off Wi-Fi」 を表示している場合､それは無線機が既

にオンになっていることを意味します。  

o TSC2 コントローラで:  

1. 「Start / Settings」 をタップし、「Connection」タブの「Wireless Manager」をタップ

します。  

2. 無線機をオンにするには､「Wi-Fi」ボタンをタップし、「Available」を表示するよう

にします。  

メニューオプションが「Off」 を表示している場合､それは無線機が既にオンにな

っていることを意味します。  

o Trimble GeoXR コントローラで:  

1. Trimble ボタンを押しスタートメニューをタップしてから、「Settings / Connections 

/ Wi-Fi Manager」 をタップします。  

2. 無線機をオンにするには､「Turn On Wi-Fi」 をタップします。  

メニューオプションが「Turn Off Wi-Fi」 を表示している場合､それは無線機が既

にオンになっていることを意味します。  

2. ワイヤレスネットワークで WEP がオンになっていると､「Network Key」 （ネットワークキー)の入

力を求められます｡  

このキーに関しては､オフィスのネットワーク管理者にお問い合わせください｡  

3. ワイヤレスネットワークに接続すると､ネットワークへのログイン情報（ユーザー名やパスワード､

ドメインなど)を求められることがあります｡ネットワークに接続するときと同じ情報をここで入力

してください｡  

4. ワイヤレスネットワークに接続できるけれども､ネットワークリソースにアクセスできない場合､接

続に関する一般的な情報に関しては 「Advanced / Network TroubleShooting」 をご参照くださ

い。それより高度な情報が必要な場合には 「More Info」を選択してください。  

これでコントローラがネットワークに接続できるようになりました｡  
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メモ － Trimble Slate ｺﾝﾄﾛｰﾗ、Trimble GeoXR、Trimble CU､TSC2/TSC3 コントローラは､Wi-Fi 、

Microsoft ActiveSync、または Windows Mobile Device Center を使用するファイル転送をサポートしま

せん｡.  

Trimble Data Transfer(データ転送) ユーティリティの使用  

Trimble Data Transfer(データ転送)ユーティリティを使用して､一般測量とオフィスコンピューター間でフ

ァイルを転送できます。  

Trimble Data Transfer を使用してファイルを転送するには  

1. 一般測量 にファイルを転送するには､その前に Microsoft ActiveSync / Windows Mobile 

Device Center を使用してコントローラをオフィスコンピュータに接続する必要があります｡詳細

については､ Microsoft ActiveSync を使用してコントローラをオフィスコンピュータに接続 、ま

たは Windows Mobile Device Center を使用してコントローラをオフィスコンピュータに接続 をご

参照下さい。  

2. オフィスコンピュータで Data Transfer ユーティリティを起動します｡  

3. Data Transfer 内の装置設定が正しいことを確認します｡例､「ActiveSync 上の 一般測量」 接

続するには「接続」ボタンを選択します。  

既定装置が正しく設定されていると接続過程は自動に行われます｡  

4. 「受信」または「送信」のどちらか適切なタブを選択します。  

5. 「追加」を選択します。  

6. 「開く」ダイアログで､ファイルタイプに適切なオプションを設定して､転送するファイルを選択しま

す。  

7. 「すべて転送」を選択して､ファイル転送を開始します｡  

Data Transfer(データ転送)に関する更に詳しい情報には､Data Transfer ヘルプを参照してください。  

Microsoft エクスプローラを､使用可能な状態にある Microsoft ActiveSync / Windows Mobile Device 

Center ソフトウェアと一緒に使用  

Microsoft エクスプローラと ActiveSync / Windows Mobile Device Center ソフトウェアを使用して､

Trimble コントローラとの間でファイルを移動･コピーできます。ソフトウェアを使用して､Data 

Transfer(データ転送)による 変換 を必要としないファイルを転送します。 (例､カンマ区切り(.csv)ファイ

ル) 下の表を参照してください。  

一般測量 にファイルを転送するには､その前に Microsoft ActiveSync、または Windows Mobile 

Device Center を使用してコントローラをオフィスコンピュータに接続する必要があります｡詳細につい

ては､ Microsoft ActiveSync を使用してコントローラをオフィスコンピュータに接続 、または Windows 

Mobile Device Center を使用してコントローラをオフィスコンピュータに接続 を参照してください。  

Microsoft ActiveSync を使用した接続  

接続後､Microsoft ActiveSync のウィンドウから､  

1. 情報を共有するには､「検索」をクリックしてオフィスコンピューターと Trimble コントローラ間でフ

ァイルを移動･コピーします。または､Windows エクスプローラを使用して､ファイルを移動･コピ

ーします。  
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2. 「ツール」をクリックして､ファイルをバックアップ･修復します。  

Microsoft ActiveSync ソフトウェアを使用するファイルの転送に関する更に詳しい情報には､Microsoft 

ActiveSync のヘルプを参照してください。  

Windows Mobile Device Center を使用した接続  

接続後､Windows Mobile Device Center のウィンドウから､  

1. 「Connect without setting up your device」をクリックし、オフィスコンピューターと Trimble コント

ローラ間でファイルを移動･コピーし、情報を共有します。または､Windows エクスプローラを使

用して､ファイルを移動･コピーします。  

2. 「Setup your device」をクリックして､パートナーシップ関係をセットアップし、コンテンツを同期し

ます。  

Windows Mobile Device Center ソフトウェアを使用するファイルの転送に関する更に詳しい情報には､

Windows Mobile Device Center のヘルプを参照してください。  

ファイル転換  

一般測量ソフトウェアとの間でデータが転送されるとき､Trimble ソフトウェアで使用できるように転換さ

れるファイルもあります。  

下の表は､ 一般測量ソフトウェアで使用されるファイルと､Trimble オフィスソフトウェアとの間で転送す

る時に転換されるファイルタイプを列記しています。  

PC  コントローラ  説 明  
データ転

送  

MS エクスプローラ/  

ActiveSync / MS エクスプロー

ラ /Mobile Device Center  

.dc  .job  一般測量ジョブファイル  可  不可  

.csv  .csv  カンマ区切り(CSV) ファイル  可  可  

.txt  .txt  カンマ区切り(TXT)ファイル  可  可  

.dtx  .dtm  デジタル地勢モデル ファイル  可  不可  

.ttm  .ttm  三角地勢モデル ファイル  可  可  

.fcl  .fal  
特徴ライブラリ ファイル 

(TGO)  
可  不可  

.fxl  .fxl  
特徴ライブラリ ファイル 

(TBC)  
Y  Y  

.ddf  .fal  データ辞書 ファイル  可  不可  

.ggf  .ggf  ジオイドグリッド ファイル  可  可  

.cdg  .cdg  結合測地グリッド ファイル  可  可  

.pjg  .pjg  投影グリッドファイル  可  不可  

.sgf  .sgf  シフトグリッドファイル  可  不可  
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.pgf  .pgf  UK National Grid ファイル  可  可  

.dxf  .dxf  マップ ファイル  可  可  

.shp  .shp  
ESRI マップ・シェイプ・ファイ

ル  
可  可  

.ini  .dat  アンテナファイル  可  不可  

.lng  .lng  言語ファイル  可  可  

.wav  .wav  サウンドファイル  可  可  

.sty  .sty  測量スタイルファイル  N  Y  

.xml  .xml  
GNSS 問合せ先とサービスプ

ロバイダファイル  
Y  Y  

.dat  .dat  GNSS データファイル  可  可  

.t02 .dat  .t02  GNSS データファイル  
可(TGO

用.dat)  
可(TBC 用.t02)  

.crd .inp .mos  .crd .inp .mos  GENIO 道路ファイル  可  可  

.xml  .xml  
LandXML 道路ファイルや 

XML 文書  
可  可  

.jxl  .jxl  JobXML ファイル  可  可  

.ixl  .ixl  
カスタム ASCII インポートファ

イル定義  
不可  可  

.xsl  .xsl  
XSLT カスタム ASCII エクス

ポートスタイルシートファイル  
可  可  

.sss  .sss  
XSLT カスタム杭打ちスタイ

ルシートファイル  
可  可  

.mcd  .mcd  
「コード測定｣データベースフ

ァイル  
不可  可  

.dc  .rxl  Trimble 道路ファイル  Y  N  

.rxl  .rxl  線形ファイル  Y  Y  

.txl  .txl  トンネルファイル  Y  Y  

.csd .csw  .csd  座標系データベース・ファイル  Y  N  

.jpg  .jpg  画像ファイル  Y  Y  

.tsf  .tsf  スキャンファイル  Y  Y  

「不可｣の場合には､「データ転送｣を使用してファイルを変換してください。  

Trimble Business Center ソフトウェアに.dc ファイルが転送されると､そのファイルに関連する全ての

GNSS データファイルも転送されます。.dc ファイルフォーマットに関する情報はトリンブル社のウェブサ

イト(www.trimble.com)から入手できます。更に詳しい情報には､お近くの Trimble 製品取扱店にお問い

合わせください。  
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メモ －Trimble Business Center プロジェクトがジオイドモデルを使用する場合には､ジョブと一緒にジ

オイドファイル(またはそのサブグリッド部分)も一般測量ソフトウェアに転送することを忘れないでくださ

い。  

Geodimeter(GDM)ジョブファイルの転送  

コントローラで､または ASCII File Generator を使用するコンピュータで GDM ジョブを作成するには､ カ

スタム ASCII ファイルの作成 を参照してください。カスタム ASCII ファイルは､新しいフォーマットの生

成に､変更可能な XSLT スタイルシートを使用します｡  

GDM .job ファイルを Trimble コントローラからオフィスのコンピュータに転送するには､ 上記 のように

データ転送ユーティリティを使用します｡  

「開く」ダイアログが表示されたら､「ファイルタイプ」リストから「GDM Job」ファイルを選択します。  

このオプションを使用して転送された GDM ジョブファイルは､Trimble コントローラで収集された一般測

量データを含みます｡  

メモ - Trimble コントローラから Geodimeter ジョブファイル(例､test.job) を転送すると､ソフトウェアは 2

つのファイルを生成します｡  

• test.job (一般測量 ジョブファイルのバックアップ)  

• testGDM.job (実際の GDM .job ファイル)  

GDM ジョブファイル作成時の特別機能  

一般測量 でポイントに対するいくつかのユーザーデータ項目を収集してから､標準ユーザーレベル項

目として GDM ジョブファイルにそのポイントの属性を出力できるようにすると､以下の機能がサポート

されます｡  

GDM ジョブファイルが一般測量 データから作成されている間に､ポイント属性は次のように処理され

ます｡90～99 という名前のポイント属性を指定し(定義可能な GDM ラベル)､かつその属性に値を割り

当てた場合には､その属性は自動的に「ラベル 90=」 ～「ラベル 99=｣として出力されます｡  

同様に､ポイント属性に「4｣という名前を付け､それに値が割り当てられている場合には､属性は､ポイ

ントに割り当てられた元のコードではなく､ポイントコード(ラベル 4=)として出力されます｡  

メモ - この機能を使用できるようにするには､適切な名前(例､4 や 90～99)の属性を持つ特徴を定義

する特徴ライブラリを作成する必要があります｡ この特徴ライブラリを 一般測量 に転送して､それを一

般測量 ジョブに対して指定する必要もあります｡特徴ライブラリのサンプル見本は www.trimble.com

でご利用になれます｡  

Zeiss M5 ファイルの転送  

コントローラで､または ASCII File Generator を使用するコンピュータで Zeiss M5 ファイルを作成する

には､「 カスタムフォーマットのエクスポート 」を参照してください。「カスタムフォーマットのエクスポー

ト」を使用して作成した M5 座標ファイルから､3300・3600 設定マークを使用してファイルを作成できま

す｡「カスタムフォーマットのエクスポート」は､修正可能な XSLT スタイルシートを使用して､新しいフォ

ーマットを生成します｡  
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Zeiss M5 ファイルを Trimble コントローラからオフィスのコンピュータに転送するには､ 上記 のように

データ転送ユーティリティを使用します｡  

「開く」ダイアログが表示されたら､「ファイルタイプ」リストから「M5」ファイルを選択します。  

このオプションを使用して転送された M5 ファイルは､コントローラが収集した一般測量データを含みま

す｡M5 ファイルは観測したポイントに対する座標も含みます｡  

データ転送ユーティリティーを使用した ESRI Shape ファイルの転送  

コントローラで ESRI Shape ファイルを作成するには､「 ESRI Shape ファイルのエクスポート 」を参照し

てください。  

ESRI Shape ファイルを Trimble コントローラから作成し、オフィスのコンピュータに転送するには､ 上記 

のようにデータ転送ユーティリティを使用します｡  

「開く」ダイアログが表示されたら､「ファイルタイプ」リストから「ESRI Shape ファイル」を選択し、「グリッ

ド座標（北距/東距/高度）」または「緯度/経度座標（ローカル緯度/経度/高度）のいずれかを選び、転

送先のフォルダを選択します。  

Shape ファイルと、ファイル名属性を使用してリンクしている全てのファイルが指定されたフォルダに転

送されます。ジョブの中の属性情報を含むすべての特徴コードに、.shp、.shx、.dbf ファイルが作成され

ます。ファイルは「<ジョブ名>スペース<特徴コード名>」と命名されます。 特徴コードを持たないポイン

トは、「<ジョブ名>.shp」、「<ジョブ名>.shx」および「<ジョブ名>.dbf」ファイルに保存されます。  

ESRI Shape ファイル内でファイルリンクを維持する方法  

一般測量では、ファイル属性フィールドを使用して画像や他の種類のファイルをポイントにリンクさせ

ることができます。この情報をパスとともにファイルに入力することができ、一般測量内から画像をレビ

ューすることができます。さらに、このパスによってデータ転送ユーティリティがリンクファイルを特定の

フォルダへ転送することができます。  

一般測量ジョブファイルが ESRI Shape ファイルに変換されたとき、パスはフィールドから取り除かれて

ファイル名だけが残ります。ファイル属性にアクセスするには、ESRI ArcMap ソフトウェアから

[Hyperlink]ツールを使用します:  

• [ArcMap document (*.mxd)]を属性フィールドで参照されたファイルと同じ場所に保存します。

Use the [Identify tool]を使用してポイントと属性を選択します。ファイル属性フィールドを選択し、

ハイパーリンクを有効にしてファイルを開きます。  

• または ESRI ArcMap ソフトウェアで、ファイル属性のある[Layer]を右クリックし、[Properties]を

選択します。[Display]タブで、[Support Hyperlinks using field]チェックボックスが選択されてい

ることを確認し、ドロップダウン・ダイアログから適切なフィールドを選びます。[File]メニューで

[Document Properties]を選び、 [Hyperlink Base]フィールドへパスを入力します。[Hyperlink 

tool]をクリックし、ファイル属性のあるポイントを選んでハイパーリンクを有効にし、ファイルを

開きます。  

データ転送ユーティリティで ESRI GeoDatabase XML ファイルを作成する  

ESRI Geodatabase XML ファイルを Trimble コントローラから作成し、オフィスのコンピュータに転送す

るには､ 上記 のようにデータ転送ユーティリティを使用します｡  
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「開く」ダイアログが表示されたら､「ファイルタイプ」リストから「ESRI GeoDatabase XML ファイル」を選

択し、「転送先」のフォルダを選択します。  

Geodatabase XML ファイル（*.xml）と、ファイル名属性を使用してリンクしている全てのファイルが指定

されたフォルダに転送されます。各特徴コードにつき 1 つのレイヤが一般測量ジョブ内に作成されま

す。  

ESRI GeoDatabase XML ファイル内でファイルリンクを維持する  

一般測量では、ファイル属性フィールドを使用して画像や他の種類のファイルをポイントにリンクさせ

ることができます。この情報をパスとともにファイルに入力することができ、一般測量内から画像をレビ

ューすることができます。さらに、このパスによってデータ転送ユーティリティがリンクファイルを特定の

フォルダへ転送することができます。  

一般測量ジョブファイルが ESRI GeoDatabase XML ファイルに変換されたとき、「転送先」パスは XML

ファイルに残ります。XML ファイルが GeoDatabase にインポートされるとき、[Hyperlink]ツールはこの

パスを使用して属性ファイルへリンクします。ファイルが動かされると ArcGIS 内のリンクルーツは作動

しなくなります。  

AutoCAD Civil 3D と Land Desktop ソフトウェア  

Trimble Link ソフトウェアを使用すると､一般測量ソフトウェアと AutoCAD Civil 3D と Land Desktop ソ

フトウェア間でデータを転送できます。  
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